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1. はじめに
21世紀はコミュニケーションの時代！ 今,
必要なのは ｢コミュニケーション能力｣｡ 人々が
求められているのはコミュニケーション力！ な
どなど, ｢コミュニケーション｣ という言葉を耳
にしない日はありません｡ もともと外来語のこの
｢コミュニケーション｣ という言葉, 私自身が,
江戸川大学の ｢メディアコミュニケーション学部｣
の ｢マス・コミュニケーション学科｣ で教鞭をと
るようになって, 改めて ｢コミュニケーション｣
という言葉に振り回されてさえいるような気がし
ます｡
｢コミュニケーション｣ とは日本語にするとど
んな意味になるのでしょうか？ 大辞林という辞
書によれば, ｢人間が互いに意思・感情・思考を
伝達し合うこと｡ 言語・文字その他, 視覚・聴覚
に訴える身振り・表情・声などの手段によって行
う｡｣ と書かれています｡ ｢思考の伝達｣, ｢意思の
疎通｣｡ 外来語の中には日本語に訳し難い言葉も
たくさん存在しますが, この ｢コミュニケーショ
ン｣ という言葉もそんな日本語に訳し難い言葉の
ひとつなのかもしれません｡
ゼミ生達や就職活動を迎えた学生達の中には,
｢先生, コミュニケーション能力をつけるには,
どうすればいいのでしょうか？｣ と切実に訴えて
くる学生達も少なくありません｡ その度に, 言葉
を尽くし, いろいろな角度から話をしてはいるの
ですが, どうも伝わらない｡ ｢コミュニケーショ
ン｣ をどう伝えたら良いのか？
そんな時に思いついたのが, ｢コミュニケーショ
ンを言葉として訳すのではなく, 学生達が求めら
れているモノはいったい何かと逆から考えてみた
らどうなんだろう？！｣ ということでした｡
特に就活の場面で日々, 面接官たちから学生達
が求められているモノ, それは, ｢あなたは誰で,
どんなことをして来て, 何を求めていて, 何がし
たいのか？ そして, 何ができて, どうなりたい
のか？｣ という学生自身のこと｡ 自分自身が何者
で, どんなことがしたくて, どうなりたいのかと
いうことを分析し, その自分を面接官に伝えて納
得してもらうこと｡
つまりは, 自分自身を発信して相手に思いを繋
げる能力が求められているのです｡
自らを発信し相手に繋げる能力＝｢発・信・力｣
｢発・信・力｣ という言葉で, 求められている
モノを表現する｡ 発信する側を ｢発信者｣, 受け
取る側を ｢受信者｣ という言葉で表現することで,
より分かり易く伝えることが出来るのではないか｡
｢発・信・力｣ という言葉をより詳細に分析し,
｢発信者｣ と ｢受信者｣ の関係をより鮮明に定義
することで, 私自身が戸惑いを覚えていた ｢コミュ
ニケーション｣ という言葉をより伝え易いモノに
変換することが出来るのではと考えたのです｡
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2. 受信させられる時代
まずは, 今の時代に生きる子供達の毎日の生活
を考えてみたいと思います｡
朝起きれば, どの家庭でもだいたいテレビがつ
いていて朝のニュース番組や情報番組がまるで
BGMの様に家の中に流れ, その画面を見るとも
無く情報を感じながら朝食をとる｡ 携帯を片手に
家を出て, メールやソーシャルネットワークで身
近な人々からの情報を確認し, 耳にはヘッドフォー
ンをつけ, 音楽などの情報を聞きながら駅へと向
かう｡ 電車に乗れば中吊り広告やら壁面広告, 最
近では電車の車体にまで派手な広告が溢れ, 欲し
くもない情報を目にする｡ 学校に着いて授業がス
タート, 与えられたカリキュラムに従い繰り返さ
れる毎年変わらない誰にも同じ授業内容という情
報の中で終日過ごす｡ 部活などに入っていなけれ
ば, 塾や進学予備校に向かい, 受験に必要とされ
る情報を反復学習させられて帰宅｡ テレビの情報
を見ながら夕食を済ませ, パソコンや携帯電話等
でインターネットを利用し情報の波間を漂う｡ 更
にベッドに入っても携帯電話などでソーシャルネッ
トワークの情報を貪る｡ こんな日々が 1年 365日
のほぼ 3/4にも及び, それが小学校から高校ま
での 12年間続く計算になるのです｡ 今の子供達
は, 生まれた時から ｢情報端末｣ が身の回りに溢
れた生活を送っています｡ 家のテレビは当然の様
に複数台あり, 自分だけでテレビ番組を選択し,
見ることが出来る｡ 見逃せば留守番録画やインター
ネットでも見ることが出来る｡ 電話も, ｢家
いえ
電
でん
｣
と呼ばれる固定電話はもちろん, 個々に持つ携帯
電話も幼い頃から所持し, 何の不便も無く使用し
ている｡ パソコンも 1家に 1台の時代が過ぎ, 子
供達が勉強でも普通に使っている｡ それら全ての
情報端末から溢れんばかりの情報が毎日, 毎秒送
り出されており, その中から何となく得たい情報
を得ている｡ つまり, ｢努力をして情報を取りに
行く｣ という経験を全くしてはいないと言えるの
ではないでしょうか？ ｢いやいや, インターネッ
トのポータルサイトから検索して情報を取りに行っ
ていますよ！｣ と学生達が文句を言いそうですが,
ネットで検索して情報を得る事は努力をして情報
を得るということとは全く違うものです｡ 私が生
まれた昭和 33年は東京タワーが出来た年です｡
あの頃は, 電話と言えば黒電話が家の玄関先や茶
の間に 1台だけあってコードも短く, 親の見てい
る前で電話をしなければならないような状況でし
た｡ 従って先方も状況は変わらない事から好意を
寄せた相手に電話をするにも, 時間帯や相手の親
御さんが電話を取ったらどう話したら良いかなど
気を使い, 緊張して電話をかけたものでした｡ テ
レビもそうでした｡ 一家に 1台のテレビがやっと
普及した頃で, 今では死語になってしまった “チャ
ンネル権” は当然親が握っていましたから, 自分
が見たいアニメやドラマを見るにも親が茶の間に
いるかいないかがまず最初のハードルであり, 深
夜のオトナ向け番組を見るなどある意味最大のチャ
レンジでした｡ そんな時代には, 今のような便利
なインターネットなど存在しませんから, 好きな
アイドルの情報は本屋さんで芸能情報誌を御店主
に怒られながら立ち読みし, 塾や習い事の情報も
友人や近所の評判を聞き集めて判断したり, 受験
する学校も自ら足を運んで実際にその学校を見に
行き, それこそ刑事ドラマではありませんが, 足
で情報を集めるのが当たり前でした｡ 自ら積極的
に動いて情報を収集する時代だったのです｡ 別に
｢あの頃は良かった｡｡｡｣ とノスタルジーに浸りた
いという訳ではありません｡ ただ, 不便さ故の好
奇心, 不便さを凌駕するフットワーク, 好奇心を
満たしたい熱い思いが昭和の時代には必要だった
のでしょう｡ インターネットの普及などから常に
自分の身近に情報が溢れていて, まるで四六時中,
情報のシャワーを浴び続けているような時代に生
きる若者達に, ｢好奇心を持て！ フットワークを
行かせ！ 情熱を傾けろ！｣ と言っても, たかが
情報を得るだけのために, 何故そんな事を言われ
なければならないのか, 理解する事すら難しいの
かもしれません｡ 365日, 24時間, 情報という
｢餌｣ を常に与えられ続けているブロイラー宛ら
の毎日｡ まさに ｢受信させられる時代｣ を生きて
いる彼らに, 情報を得る事にどん欲になれと言う
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方が間違っているのかもしれません｡
3. 受信者としての成長
｢受信させられる時代｣ を生きる若者達は, 幼
少期から常に受信に専念しながら成長します｡ 少
子化といわれる昨今, 生まれて来た子供に対する
親の思いはひと際強く, ｢這えば立て, 立てば歩
めの親心｣ で少しでも早い時期から知育玩具など
を与えて学習の初動を早めています｡ ｢外国語は
早ければ早いほど身に付くから良い｣ と教育評論
家が言えば, 英語で学ぶ幼児教室に通わされ, 日
本語すらよくわからない時期から英語教育という
情報を受信させられ, ｢お受験にはやはりお行儀
教室よね！｣ という噂が流れれば, お行儀情報を
受信させられます｡ こんな風に 5歳に満たないこ
ろからあらゆる情報を受信させられるのです｡ 小
学校に入学すれば, ｢あなたの学校はここで, ク
ラスはここ, 担任の先生はこの人で同級生はこの
子達です｡｣ と決められた枠の中で, 全員同じカ
リキュラムに従い, 全員同じ教科書で共通の情報
を毎日受信させられます｡ 何ヶ月に一度かの割合
で, ｢情報の受信感度チェック｣ とも言える定期
試験を受けさせられて, 受信情報の理解度に従っ
て成績というランク分けをされます｡ 小学 1年入
学時には天真爛漫にどんな問いかけに対しても積
極的に手を挙げて, 自らの存在を発信していた子
供達も, 3年生にもなれば, ｢出過ぎたまね｣ を
しないようになり, ｢無駄に目立つ事を避ける｣
ことを優先し, 発信して目立つよりは周囲にとけ
込むことを心がけるようになるのです｡ このこと
は, 日本的な集団形成の原点とも言える行動パター
ンを形成するものではないでしょうか？ 自らを
主張する事によって周囲から突出するのを極端に
嫌う ｢横並びの構図｣｡ 学校生活の中で自分を発
信できる機会は, 学級委員, 生徒会役員, クラブ
活動などが主立ったモノで, 美男美女や成績がトッ
プクラスで目立つ以外に, こうした機会を活用で
きるのは限られた子供達でした｡ そんな子供達に
付けられる不名誉な呼び名が ｢目立ちたがり屋｣｡
この言葉が端的に表す様に, 突出しない事こそが
“標準的な子供達” である証なのです｡ 学校教育
という日々の中で, まずは, 受信する事, 受信し
続ける事を日々の習慣とし, 良くも悪くも突出し
ない｡ “発信する事の無い標準的な子供” である
ことが学校内での快適な生活に導いてくれる｡ 小
学校から高校までの 12年間, 3,200日以上を積極
的に発信することなく, 受信に専念して成長して
行くのです｡
4. 発信上手
1学級に 30人の生徒がいるとします｡ そのう
ち約 6割に当たる 20人程度が ｢標準的な子供達｣
と言われる発信する事をせず, 専ら受信する子供
達だと考えると, 残りの 10人程が発信する子供
達, 目立つ事を拒まない子供達ではないかと考え
られます｡ ある者は成績が良い優等生として発信
し, あるものはスポーツに長けていてクラブ活動
や体育大会で自らを発信します｡ またある者は,
音楽や美術などの芸術に秀でていて発表会や展覧
会でその才能を発信し, 中には見目麗しい美男美
女として他を圧倒する者もいます｡ それに加え,
積極的に学級委員や生徒会長などの役職に自ら立
候補してその存在感を大いに示す者もいるでしょ
う｡ こうした例は, ｢発・信・力｣ がプラスに作
用して自ずと発信上手になれる子供達です｡ 成績
優秀者は, 日々受信させられるあらゆる学習情報
を吸収応用し, 定期的なチェックである試験に向
け日々努力を惜しまないことでその受信成果をしっ
かりとアピールできる “発信上手” です｡ スポー
ツに長けた子供達は, 与えられたいくつかの種類
のスポーツと言うフィールドの中から, 幸運にも
自分自身にぴったり合った種目を見つけ出し, 日々
努力を惜しまないことで上達し, 緊張感を強いら
れる試合という場で, 他を寄せ付けない成績や評
価を収められる “発信上手” です｡ 芸術に秀でた
子供達は幼い頃から家庭環境の中で与えられた芸
術を学ぶ機会に順応し, 日々努力を惜しまないこ
とで発表会や展覧会に向けてそのピークを持って
行ける “発信上手” です｡ そして, 誰よりも発信
上手なのが, 学級委員長や生徒会長などの役職に
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自ら立候補する子供達です｡ こうした子供達は
｢目立ちたがり屋｣ と言われる事も厭わず, ｢この
クラスを楽しくしたい｣ とか, ｢この学校を過ご
し易い学校にしたい｣ とか, ｢自分が理想とする
学園祭をやってみたい｣ などの思いを実現するた
めに, 自らを発信する子供達です｡ 必ずしも成績
がいいとは限りませんし, スポーツや芸術に長け
ているとも限りません｡ ましてや, 美男や美女で
はないかもしれません｡ それでも自分は誰で, ど
んな思いで, 何がしたいのかを発信する事に力を
注ぐ子供達です｡ まさに, 日々努力して発信する
“発信上手” ではないでしょうか？ 実は, こう
した発信上手になれる機会はいつでも目の前にあ
るのにそれを生かそうとしない子供達が “標準的
な子供達” のほとんどです｡ 子供の頃の夢は, 野
球選手になりたい, 歌手になりたい, お医者さん
になりたい, ケーキ屋さんになりたいなどなど,
それぞれの子供達が夢を描いていたり, 何かのきっ
かけで自分のこの才能を生かしたいと気づいたり
する筈です｡ しかし, 12年間の受信し続ける暮
らしの中で, 多くの可能性を諦めざるを得ない状
況になってしまう｡ それは自ら限界を感じる事も
あれば, 他者から宣言される事もある｡ 仕事柄,
いろいろな成功者の方々に話をうかがう機会があ
りますが, 皆さんが ｢決して諦めなかったこと｣
とご自身を振り返ります｡ ｢諦めないこと｣ とは,
｢それでも自分はそれをやりたいんだ！｣ と発信
し続ける事ではないでしょうか｡ “積極的に発信
し続ける事で拓ける道がある｡” そう考えたり,
実感したりすることで ｢発信上手｣ になることが
できるのです｡
5. 受信者から発信者への転換点
高校までの 12年間を “専ら受信する事で成長
して来た標準的な子供達” が大きな選択を迫られ
るのが高校卒業後の進路です｡ もちろん, 義務教
育終了時点で社会に旅立つことを選択する子供達
もいますが, 最近ではその多くが, 高校卒業時に
｢進学｣ か ｢就職｣ かの決断を迫られます｡ 大ま
かに言えば, 二者択一の限定的選択ではあります
が, その後の長い人生の進路を決める最初の大き
な選択です｡ ここでは, 江戸川大学を含め, 進学
を選択した学生達に焦点を当てて話を進めて行き
ます｡
進学を選択した子供達は, 自分自身のそれまで
の受信理解度のバロメーターである成績表をベー
スにある程度の選択範囲を絞り込まれ, さらに,
偏差値という尺度によって進学先を選定して行き
ます｡ 挑戦や妥協を超えてそれぞれに進学して行
くのです｡ この ｢進学｣ という場面で, 子供達は
ほぼ初めてと言っても過言ではない “積極的発
信” を求められます｡ ｢進学｣ という選択を他の
子供達と横並びで選択した子供達は, 次のステッ
プとして ｢どんな学校を選ぶか｣ という選択を迫
られます｡ 大学か短期大学か専門学校か, 理系か
文系か, 私立か国公立か, 地元か首都圏か, 推薦
か AOか受験か｡ これらの選択は過去の成績に
加え, 経済事情など複数の要素が絡み合う条件の
中, ある程度の妥協も含めて決断しなければなり
ません｡ しかも高校 3年時の秋にはほぼ確定して
いなければならない期限付きの選択です｡ 当然,
保護者や学校側の意向が本人の意思とは別に働く
ケースも考えられ, こうした複雑な条件下で, 自
分自身がどうしたいのかという “積極的発信” を
強く迫られるのです｡ この時期こそが ｢専ら受信
することで成長して来た標準的な子供達｣ が ｢自
らを発信する子供達｣ に転身する大きな転換点と
言えるのです｡
6. 大学生活こそが ｢発・信・力｣ 育成
の場
さてここからは, 江戸川大学を中心とした大学
進学を果たした学生達に焦点を当てて論じて行き
ましょう｡
進学を決意し, 挑戦や妥協を乗り越えて大学に
進学した子供達は, ここで初めて “学生” という
呼称を与えられます｡ それまでに 12年間は児童
から生徒と呼ばれて来た子供たちが “学生” とい
う社会的にも大人の仲間入りを果たした呼び方を
されるようになります｡ そして, 入学と同時に
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｢自らを発信する｣ ことを日々迫られるようにな
ります｡ その第 1関門は ｢カリキュラム→授業の
選択｣ です｡ それまでの 12年間の学校生活では,
全員が同じ時間割で授業が割り当てられ, 同じ内
容の教科書で毎年繰り返される同じ授業を受け,
ほとんど変わらない同じ試験を受けて評価されて
来ましたが, 大学では, 入学と同時に自分自身で
の授業の割り振り, カリキュラムの選択をしなけ
ればなりません｡ もちろん参考に出来るひな形は
ありますが, このひな形をどのように手に入れれ
ば良いのか, また, 自分が何を学び, どのような
単位を取得して卒業すれば良いのか, こうしたこ
とを自分自身で考え, 参考に出来るモノや人を見
つけ出して教えを乞い, 教務担当窓口に期限まで
に提出しなければなりません｡ ｢そんなことくら
い誰でもできるでしょう？！｣ と世間の荒波に揉
まれている大人の皆さんは思われるでしょう｡ と
ころが, 与えられたモノを受信することばかりを
繰り返して来た 12年間が, ここに来て大きく転
換してしまうことで, 多くの学生達が対応できな
いまま時間だけが過ぎてしまいます｡ 江戸川大学
の素晴らしいシステムのひとつに ｢基礎ゼミ｣ が
あります｡ 入学したばかりの 1年生対象に, 高校
までのホームルームのような 10人前後のゼミに
振り分け, 教授陣がその担任教師の様にカリキュ
ラム選択から, 学内での友人作り, さらには部活
への誘因, あるいは, 上級生との絆の構築など,
細かな指導を行き届かせます｡ ただ, この基礎ゼ
ミを担当することで毎年感じるのが, ｢学生達の
幼さ｣ です｡ まるで, 巣の中で親鳥が与えてくれ
る餌を常に待ち続けるひな鳥の様に自ら動くこと
無く, ただ与えられることを待っている｡ この幼
い学生たちが, 3年間の学生生活を過ごして, 社
会で求められる “発・信・力のある大人” として
就職戦線に立ち向かって行くことが出来るのだろ
うかと, ふと不安さえ感じてしまうのです｡ もち
ろん, 大学教育が本来求められているモノは何か
を考えるとき, 卒業後の進路のひとつである就職
だけがクローズアップされるべきではないと断じ
る方も多いと思います｡ ｢大学｣ を国語辞書で調
べれば, 『高等教育の中核をなす教育機関｡ 学術
の中心として, 広く知識を授けるとともに, 深く
専門の学芸を教授研究することなどを目的とする｡』
(大辞泉) と記されている様に, 知識を授け, 教
授研究を行う教育機関であることは十分承知して
います｡ しかし, 経済が常に右肩上がりであった
昭和の成長期には, 終身雇用を基本とした企業の
採用や雇用の形態において, 新入社員を起点とし
た社会人の企業内育成が継続的に行われる社会体
制がありました｡ ところが, バブルが崩壊し, 失
われた 10年が過ぎ, リーマンショックが強烈な
追い打ちをかけた日本経済にあって, 企業が新入
社員を採用し, その企業内で育成して行く余裕な
ど全く無くなり, 即戦力としての中途採用や経験
者雇用に重点を置く様になってしまった昨今, 社
会人育成は大学在学中に個々人や大学によって行
われなければならない状況に変化して来ていると
考えられるのではないでしょうか｡ ここ数年,
｢就活｣ という言葉と平行してその存在感を大き
くして来ているのが ｢インターンシップ｣｡ 大学
で学んでいる間に, 企業で模擬的に働くことで学
生自身の仕事への理解度を深め, 自身の適正を見
極める｡ インターンシップを受け入れる企業側は,
学生達の就業能力や業態への順応性などを時間を
かけて見極めることが出来る｡ この制度こそが,
大学在学中の社会人育成プログラムの一環と受け
止められてきています｡ つまりは, 知識を授け,
教授研究を行う教育機関であると同時に, 社会人
育成教育の機会も平行して大学在学中に提供して
行くことが 21世紀の大学の役割として求められ
ているのです｡ インターンシップを多くの企業に
働きかけることで学生の就業体験や職業選択の一
助とすることと同時に, 学内で, 学生達の社会へ
の対応力を育成して行くには, どのような指導を
行えば良いのか｡ それこそが ｢発・信・力｣ の育
成であると考えます｡ 企業経営者や採用担当者が
求める学生像として口にする言葉に ｢コミュニケー
ション能力のある学生｣ がよく挙げられます｡ 冒
頭で論じた 自らを発信し相手に繋げる能力＝
｢発・信・力｣こそが, まさに社会人として求め
られる能力の筆頭であるコミュニケーション能力
であると考えます｡ 児童や生徒と呼ばれていたこ
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ろから ｢発・信・力｣ のある子供達は, 順調に成
長を遂げれば, 就活の際に複数社から内定の得ら
れる ｢受ければ問題なく受かる学生｣ として大学
のブランドなどに関係なく就職して行く全体の
10％に満たない “求められる学生” です｡ それ以
外の “専ら受信する事で成長して来た標準的な子
供達” にいかに ｢発・信・力｣ を身につけさせる
ことができるか｡ それは, まず, ｢挨拶をするこ
と｣ から始まるのではないかと考えます｡ ｢おい
おい, 大学は小学校じゃないんだよ？！｣ と一蹴
されるかもしれませんが, ｢挨拶をすること｣ の
意味を別の視点から見てみることで納得できるは
ずです｡ 挨拶とは, 『人に会ったときや別れると
きなどに取り交わす礼にかなった動作や言葉｡』
(大辞泉) と辞書には記載されています｡ しかし,
挨拶をすることは, ｢自分自身の存在を発信する
ことだ｣ と考えることができると思います｡ 朝,
大学に来て, 先生や学校関係者, 友人に, 学生が
｢おはようございます｣ と挨拶することで, その
学生がその日, その時間に大学にいたことを他人
に知らしめることができるのです｡ ｢あの学生は
今日来てたかなぁ？｣ という話になった時に,
｢さっき正門のところで挨拶されたなぁ｡｣ という
具合にそこにいたことを認識してもらえる｡ つま
り, 挨拶をすることは, ｢自分自身の存在を発信
すること｣ なのです｡ この小さなコミュニケーショ
ンの欠片が, ｢自らを発信する力｣ の初めの一歩
になり, そこから ｢発・信・力｣ に発展させて行
くのです｡ 学内に ｢スマイル・ポスター｣ が数多
く張り出され, 挨拶を互いに交わそうという機運
が満ち始めていることはとても素晴らしいことだ
と思います｡ しかし, 残念なことにまだまだ, 挨
拶を出来ない学生や先生方を毎日目にします｡ 学
内で盛んに挨拶が交わされ, 発信力の第一歩が満
ちあふれてくれば, ｢発・信・力｣ に気づき, ｢発・
信・力｣ に磨きをかける学生が増えてくる筈です｡
昨年から実施している ｢bayfmとの産学連携に
よるラジオレポーター｣ も初年度は, 募集をかけ
てもほとんど学内での反応もなく, ゼミの学生を
中心にチームを組ませスタートせざるを得ません
でしたが, 2年目には, 入学してくる新入生の中
から, この学生レポーターに積極的に参加を申し
出る ｢発・信・力｣ のある学生も増えて来ました｡
同じく, 今年 2回目を迎えた ｢江戸川ガールズコ
レクション｣ についても, 初回よりもずっと多く
の女子学生達がモデルとしての参加に応えてくれ
ました｡ こうした学内だけで消化するのではなく,
対外的に発信する機会を大学側から提供していく
ことで, ｢発信することの責任｣ を学生達に実感
させることも重要だと考えます｡ 学内で消化して
しまう発信は, 所詮仲間内でのことと言った意識
が働き, 緊張感に欠ける傾向がはっきりと見られ
ます｡ 例えば, 校内放送を行っているクラブ活動
としての放送と, 実際に 10万人近い不特定のリ
スナーが耳を峙てている bayfmの生放送では,
放送に備える責任感も, 生放送そのものの緊張感
も格段に違うことから学生達の心構えも当然違っ
て来ます｡ こうした経験こそが学生達の ｢発・信・
力｣ を育て, 就活の際の力になるのです｡ 少子化
により学生数の減少傾向が続く今, 大学自身も世
間に強く個々の存在を知らしめて行かなければな
りません｡ その際に, 大学の発信を行うことと,
学生の ｢発・信・力｣ の育成との相乗効果を狙っ
た方策を大学が展開して行かなければならない時
期に来ているのです｡ この夏に ｢コンテンツビジ
ネス研究所｣ を立ち上げることで, 今後その影響
力が飛躍的に増大して行くと予想されるインター
ネットテレビの研究の一環として JPLIVE.TVと
いうメディアを運営していく中, 学生達の企画に
より ｢edocam｣ というネット生配信番組ができ
ました｡ 江戸川大学の今に関わる情報を学生達が
取材し, VTRにまとめ, スタジオトークを展開
しながら発信する情報番組として不定期ながらも
配信し始めました｡ 自ら企画を立て, 自ら取材し,
自ら編集して, 自分たちで世間に発信して行く｡
それを繰り返し重ねて行くことで, プランを立て,
実施し, 反省して, 反映することの出来る, 真に
就職戦線で求められる ｢発・信・力のある学生｣
を育成して行けるものと確信しています｡ そして,
その取材対象範囲を江戸川大学に限ること無く広
げて行くことで, 学生達が学内に留まって行動し
ているだけでは決して会うことの出来ない人々と
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の出会いを通じて, 偶然から広がる繋がりを得る
ことで, 就活という狭義の職業選択ではなく, 働
く喜びを見いだせる仕事との出会いが実現できる
はずです｡ 学生達の ｢発・信・力｣ をより高めて
行くために, 大学自体も世間に ｢発・信・力｣ を
示して行かなければならない時期を迎えているの
です｡
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